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論 文 内 容 要 旨
ゴ匕 見目
凧
消化管癌 の治療方針決定 には癌 の深達度診断が重要で あ り,特 に近年 の内視 鏡的治療の進歩 に
伴 い,癌 の微小浸潤 に対す る診断 の重要性 が増 している。 しか し,現 在用 い られて いる診断機器
の診断 能 は いまだ充分 とはいえず,新 たな診断機 器の開発 が望 まれて いる。 光 学的干渉 断層法
(Opticalcoherencetomography;OCT)は,近 年 開発 された赤外光 を用 いた生体 の画像化技
術で あ り,高 分解能 な断層画像 を描 出可能で あ る。OCTの 消化 管領域 に関す る応用 と しては,
パ レッ ト食道 の診 断 な ど食道での応用 につき報告 があ るが,基 礎 となる健 常食道壁 のOCT画 像
と組織像 との詳細 な関係 は未だ明 らか ではない。
目 的




ブタ新鮮食道標本を用い,標 本に対 しシアノアクリレー トの局注及びナイロン糸の刺入を行い,
これらを 目印として,食 道壁OCT画 像における層構造の組織学的同定を行 った。更 に,同 意の
得 られた被験者に対 し内視鏡観察下 にヒト健常部食道壁OCT画 像を描出 し,得 られた食道壁
OCT画 像を詳細に評価するとともに描出に伴う問題点を検討 した。
結 果
新鮮 ブタ食道標 本のOCT画 像 は明瞭な5層 構造 に描出 され,OCT画 像 の層 構造 と組織像 との
対比 か ら,第1層 か ら第V層 はそれぞれ順 に,扁 平上皮層,粘 膜 固有層,粘 膜筋板,粘 膜下層,
固有筋 層以 深 に相 当す る と考 え られた。 ヒ ト生体 内食道 壁OCT画 像 も,新 鮮 ブ タ食道 標本の
OCT画 像 と同様 に,食 道 内腔側 か らJl頂に,や や低散 乱性の第1層,高 散乱 性 の第H層,低 散乱
性 の第 皿層,高 散乱性 の第IV層,低 散乱性の第V層,の5層 構造 に描 出 され た。描 出の際の問題
点 と しては,食 道壁 の蠕動 によ りOCTプ ローブ と食道壁 の距離 を適 切 に保 つ こ とが困難 になる
ことが挙 げ られ,解 決法 と して,内 視鏡 にソフ トバ ルー ンを装着 し食道壁 を伸 展 した状 態で描 出
す るソフ トバルー ン法が有用 と考 え られた。
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結 論
ヒ ト健常食道壁OCT画 像は,ブ タ新鮮食道を用いた基礎的研究と同様に食道壁を構成する組
織構i造に対応 した5層 構造に描出されることが確認 され,OCTは 食道表在癌の深達度診断に有
用な機器 になる可能性が示唆された。また,ヒ ト生体内食道壁OCT画 像の安定 した描出につい
ては,ソ フ トバルーンを用いた描出が有用であ った。
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審 査 結 果 の 要 旨
背 景:消 化管癌 の治療方針決定 には癌 の深達度診断が重要 であ り,特 に近年の内視鏡的治療 の進
歩 に伴 い,癌 の微小浸潤 に対す る診断 の重要性が増 してい る。 しか し,現 在用 い られて いる診断
機器 の診 断能 はいまだ充分 とはいえず,新 たな診 断機器の開発が望 まれてい る。光学的干 渉断層
法(Opticalcoherencetomography;OCT)は,近 年 開発 され た赤外 光 を用 いた生体 の画像化
技術 で あ り,高 分解能 な断層画像 を描 出可能 であ る。OCTの 消 化管領域 に関す る応用 と しては,
パ レッ ト食 道 の診 断な ど食道 での応用 につき報告 があ るが,基 礎 とな る健常 食道壁のOCT画 像
と組 織像 との詳 細な関係は未 だ明 らかではない。
目的:健 常 食道壁OCT画 像 におけ る層構造 と食道壁の組織学的構 造 との関係 を明 らかにす るこ
と,さ らに ヒ ト生 体内での描 出能を検討す ることによ り現時点 での臨床応用 に向 けての問題点を
明 らか にす る ことを 目的 とし,検 討を行 った。
方法=ブ タ新鮮食 道標本 を用 い,標 本 に対 しシア ノアク リレー トの局注及 びナイ ロン糸 の刺入を
行 い,こ れ らを 目印 として,食 道壁OCT画 像 にお ける層 構造の組織 学的 同定を行 った。更 に,
同意 の得 られた被験者 に対 し内視鏡観察下に ヒ ト健常部食道壁OCT画 像 を描出 し,得 られ た食
道 壁OCT画 像 を詳細 に評価す る とと もに描出 に伴 う問題 点を検討 した。
結 果:新 鮮 ブ タ食道標本 のOCT画 像 は明瞭な5層 構造 に描 出 され,OCT画 像の層構造 と組織
像 との対 比か ら,第1層 か ら第V層 はそれ ぞれ順 に,扁 平 上皮層,粘 膜 固有層,粘 膜筋板,粘 膜
下 層,固 有筋層以 深 に相当す ると考 え られた。 ヒ ト生体 内食道壁OCT画 像 も,新 鮮 ブタ食道標
本 のOCT画 像 と同様 に,食 道内腔側か ら順 に,や や低散乱性 の第1層,高 散乱性 の第II層,低
散乱 性の第 皿層,高 散乱性 の第IV層,低 散乱性 の第V層,の5層 構造 に描 出 され た。描出の際の
問題 点 と して は,食 道壁 の蠕動 によ りOCTプ ロー ブと食道壁 の距離 を適切 に保 つ ことが困難 に
なる ことが挙 げ られ,解 決法 と して,内 視鏡 に ソフ トバル ー ンを装着 し食道 壁を伸展 した状態で
描 出す るソ フ トバルー ン法が有用 と考え られた。
結論:ヒ ト健 常食道壁OCT画 像 は,ブ タ新鮮 食道 を用 い た基礎 的研究 と同様 に食道壁 を構成す
る組織 構造 に対応 した5層 構造 に描 出され るこ とが確認 され,OCTは 食道表 在癌 の深達度診断
に有用 な機器 にな る可能性が示唆 され た。 また,ヒ ト生体 内食 道壁OCT画 像の安定 した描 出に
つ いては,ソ フ トバルー ンを用いた描出が有用 であった。
よ って,本 論文 は博士(医 学)の 学位論文 と して合格 と認 める。
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